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第 2 四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ（業績上方修正） 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 5 月 13 日の決算発表時に公表した中間期の業績予想を下

記のとおり修正します。 
記 

1. 平成 21 年 3 月期 第 2四半期連結累計期間(平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日) 

連結業績予想数値の修正                    （単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

（平成 20 年 5 月 13 日発表） 
4,270 805 800 470 

今回修正予想(Ｂ) 5,401 950 910 530 

増減額(Ｂ－Ａ) 1,131 145 110 60 

増減率 26.5％ 18.0％ 13.8％ 12.8％ 

（ご参考）：前期 

（平成 20 年 3 月期連結中間）実績 
3,437 789 795 465 

 
2. 平成 21 年 3 月期 第 2四半期累計期間(平成 20 年 4 月 1 日 ～ 平成 20 年 9 月 30 日) 

個別業績予想数値の修正                    （単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

（平成 20 年 5 月 13 日発表） 
4,270 805 800 470 

今回修正予想(Ｂ) 5,401 960 960 570 

増減額(Ｂ－Ａ) 1,131 155 160 100 

増減率 26.5％ 19.2％ 20.0％ 21.3％ 

（ご参考）：前期 

（平成 20 年 3 月期中間）実績 
3,437 790 804 473 

 



 
 

 

 
3. 修正理由 
連結売上高：シンプレクス・テクノロジー本体の売上が好調に推移したことから、前回予想を上回

り 5,401 百万円（前回予想比＋26.5％、前年同期比＋57.1％）となる見込みです。 
連結営業利益：前回予想を上回り 950 百万円（前回予想比＋18.0％、前年同期比＋20.4％）となる

見込みです。 
連結経常利益：前回予想を上回り 910 百万円（前回予想比＋13.8％、前年同期比＋14.5％）となる

見込みです。 
連結当期純利益：前回予想を上回り 530 百万円（前回予想比＋12.8％、前年同期比＋14.0％）とな

る見込みです。 
 
当第 2 四半期累計期間は、FX 取引システムを中心としたインターネット取引システムの販売が好

調で、業績が予想を上回って推移いたしました。特に UMS（導入）売上は、1,139 百万円（前年

同四半期 143 百万円）と大幅に売上が増加いたしました。さらに、UMS（サービス）売上にお

いても、個人投資家向けトレーディングツール「SPRINT」を中心に、堅調に売上が推移しており

ます。 
一方利益面においては、研究開発費の支出を予算比 2.2 億円増額し約 4.9 億円支出したことから、

売上の伸びと比べて利益の伸びが小さくなっています。 
これらの要因から、第 2 四半期連結累計期間は、業績予想を大きく上回る見込みとなりました。 
なお、個別業績の修正理由は連結と同じです。 

 
4. 通期(平成 20 年 4 月 1 日 ～ 平成 21 年 3 月 31 日) 
業績は非常に好調に推移しておりますが、通期業績予想につきましては、当社の売上が下期に偏重

する傾向があり業績動向が不確定であるため、現時点では当初予想を据え置きます。 
今後の動向に応じて、業績予想に変更が生じた場合は速やかに開示することにいたします。 
 
（ご参考） 

                              （単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

通期の連結業績予想 

（平成 20 年 5 月 13 日発表） 
10,500 2,510 2,500 1,475 

（参考）前期の連結業績実績 8,128 2,081 2,074 1,234 

 
以 上 

 


